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陸上自衛隊では、 5月中の実弾

射撃をつぎのとおり行ないます

実施場所=池田射撃場
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こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

ミ
¥ 

O 

は

っ
き
り
と
候
補
者
氏
名
を

正
式
の
ま
一
京
用
紙
に
…

せ
っ
か
〈
投
票
し

て
も
次

の
よ
う
な
投
票
は
無
効
と
な

り
ま
す
。

σ正
式
の
投
票
用
紙
で
な
い

も
の
。

②
投
票
用
紙
に
二
人
以
上
の

名
を
書
い
た
も
の
。

⑨
候
補
者
の
氏
名
の
ほ
か
余

計
な
こ
と
を
書
い
た
も
の

(
敬
称
職
業
身
分
な
ど

を
書
い
た
も
の
は
有
効
)

⑨
ど
の
候
補
者
を
書
い
た
か

ハ
ツ
キ
リ
し
な
い
も
の
。

一

サ
イ
レ
ン
吹
鳴

一

4
月
間
日
の
市
議
会

一
選
挙
の
日
に
サ
イ
レ
ン

一
レ
ま
す
。
火
災
と
ま
ち

一
な
い
よ
う
に
し
て
〈
だ

一

午

前

7
時

(
投
票
開

一

刻
)
1
分
間
吹
鳴

投票時間

午前 7時~午後 6時

.(. 

みんなそろって投票を

一県議選 ・1ア六投票所でー

りっぱな鳩を一。

T司

ト玲

Hγ

半
円
γ

ヤ
礼
町
玲
札
付

与

昨年国民体育大会が開かれた大分

から鳩が届し主た一。

昭和44年長崎県で、開催される国体

でも約 5，000羽の鳩が必要です。

市，で、はこの鳩をかわいがってもら

うて約400羽のりっぱな鳩を育てる

計画です一。もうすでに、大分

から届いた鳩が卵を生んだとい

う明るい知らせもありましたD

長崎国体を成功させるため、

きれいな大村をつくりましょう o
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み
か
ん
選
果
場
を
計
画

量
業
関
係

農
業
基
本
法
が
制
定
さ
れ

て
す
で
に
六
カ
年
を
経
過
し

て
い
ま
す
が
、
農
業
経
営
の

近
代
化
を
促
進
し
所
得
を
増

大
さ
せ
農
業
経
営
を
安
定
さ

せ
る
こ
と
が
農
林
行
政
の
最

大
の
目
標
で
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
農
業
の
企
業
化
に
立
脚

し
た
経
営
規
模
の
拡
大
と
経

営
基
盤
の
充
実
を
は
か
る
目

的
で
す
で
に
第
一
次
農
業
構

造
改
善
事
業
の
指
定
を
受
け

昨
年
度
ま
で
に
そ
の
事
業
を

完
了
い
た
し
ま
し
た
c

更
に

今
年
度
か
ら
第
二
次
農
業
構

造
改
善
事
業
の
指
定
を
う
け

て
経
営
基
盤
の
充
実
と
施
設

の
整
備
を
は
か
る
よ
う
最
善

の
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

今
日
ま
で
す
で
に
第
一
農

業
構
造
改
善
事
業
と
し
て
農

地
造
成
十
一
地
区
、
百
六
ヘ

ク
タ
ー

ル
、
農
道
六
千
六
百

五
十
メ
ー
ト
ル
、
共
同
防
除

姉
設
十
地
区
、
野
菜
ハ
ウ
ス

二
地
区
、
人
夢
種
子
加
工
場

一
カ
所
、
放
牧
施
設
一
ヵ
所

を
定
成
さ
せ
、
そ
心
事
業
費

総
額
は
一
億
四
千
六
百
七
十

四
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

木
年
度
は
第
二
次
農
業
構

造
改
善
事
業
と
し
て
み
か
ん

選
呆
場
施
設
一
カ
所
、
団
体

営
野
岳
か
ん
が
い
用
水
工
事

外
一
地
区
、
融
資
単
独
事
業

と
し
て
草
場
か
ん
が
い
揚
水

工
事
外
十
七
地
区
の
実
施
を

計
画
し
そ
の
事
業
費
は
一
億

一
千
五
百
七
十
二
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
c

り
養
殖
も
更
に
健
全
な
企
業

と
す
る
た
め
、
先
進
地
の
技

術
を
導
入
し
、
品
評
会
な
ど

を
行
な
っ
て
品
質
の
向
上
に

努
め
ま
す
。
わ
か
め
の
養
殖

も
現
在
は
試
験
養
殖
中
で
す

が
、
こ
れ
も
引
続
き
指
導
い

た
し
ま
す
。

郡
川
、
萱
瀬
ダ
ム
に
あ
ゆ

稚
魚
を
放
流
し
自
然
遡
上
を

促
す
た
め
魚
道
の
設
置
を
奨

励
し
ま
す
。

漁
業
構
造
改
善
事
業
と
し

γ

融
和
市
町
年
度
施
政
方
針
ば

事
業
別
の
計
画

A
N
A
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漁
獲
物
の
共
同
出
荷
を

指
導

漁
業
関
係

漁
業
の
生
産
性
を
高
め
る

た
め
、
洗
船
、
投
石
に
よ
る

人
口
漁
礁
の
設
置
を
計
画
し

て
い
ま
す
c

浅
海
増
殖
事
業

も
湾
内
漁
場
の
特
性
を
考
え

海
藻
、
貝
類
、
な
ま
こ
等
の

増
殖
事
業
を
奨
励
し
、
ょ
う

や
〈
企
業
化
し
つ
つ
あ
る
の

て
は
漁
業
協
同
組
合
の
共
同

販
売
所
を
作
り
、
冷
蔵
施
設

等
も
併
設
し
て
漁
護
物
の
一

括
集
出
荷
を
行
な
い
、
理
想

的
な
流
通
機
構
体
制
を
確
立

し
て
、
名
実
と
も
に
漁
協
セ

ン
タ
ー
と
な
る
よ
う
指
導
し

さ
ヱ
ヲ
C

災
害
に
そ
な
え
、

海
岸
保

全
事
業
に
よ
り
漁
港
内
護
岸

整
備
の
長
期
計
画
を
立
て
、

と
〈
に
松
原
漁
港
の
防
波
堤

φ
事
前
調
査
を
行
な

い
ま
す

な
お
、
本
年
度
か
ら
農
林

課
を
農
林
水
産
課
と
し
、
漁

業
構
造
改
善
事
業
等
が
積
極

的
に
推
進
さ
れ
る
現
況
に
対

処
し
て
技
術
職
員
の
活
用
を

は
か
る
こ
と
と
、
第
一
次
産

業
と
し
て
の
農
業
、
水
産
を

一
つ
の
課
に
集
め
ま
し
た
o

d
d
寸

年
問
問
頭
の
牛
を
放
牧

(?) 

畜
産
関
係

多
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し

た
放
牧
場
が
完
成
し
ま
し
た

の
で
、
四
月
一
日
か
ら
大
村

市
農
業
協
同
組
合
に
そ
の
経

営
を
委
託
し
て
運
営
の
適
正

を
は
か
り
ま
す
。
こ
の
放
牧

場
の
開
設
で
、
今
後
は
年
間

百
五
十
頭
の
優
良
な
乳
牛
が

育
成
さ
れ
本
市
の
酪
農
業
は

画
期
的
な
発
展
を
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
畜
産
改
良
資
金
の

貸
付
も
計
画
し
、
基
礎
牛
の

導
入
と
併
せ
て
食
内
需
用
の

増
大
に
応
ず
る
た
め
肉
用
牛

の
導
入
も
計
画
す
る
と
共
に

畜
産
共
進
会
を
開
催
し
て
優

良
な
家
畜
D
保
沼
、
伝
染
病

/ 

の
予
防
を
強
力
に
進
め
た
い

と
思
び
ま
す
。

d
d
d
 

造
林
地
コ
の
1
ル
を
実
施

林
業
関
係

林
業
関
係
で
は
、
市
有
林

六
へ
ク
グ

i
ル
の
新
植
、
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
補
植
、
百
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
手
入
を
行
な

う
と
と
も
に
砂
防
工
事
一
地

区
を
計
画
し
て
い
ま
す
c

民
有
林
の
育
成
で
は
、
森

林
組
合
と
連
け
い
を
取
り
林

地
肥
培
に
重
点
を
お
き
、
造

林
地
手
入
れ
コ
ン
ク
ー
ル
も

計
画
し
て
い
ま
す
。
乙
の
ほ

か
単
独
土
地
改
良
事
業
、
農

道
の
路
面
整
備
に
補
助
金
を

出
し
、
利
水
恒
久
対
策
の
た

め
の
調
査
費
も
計
上
し
て
い

ま
す
。
ま
た
本
年
度
始
め
-て

の
計
画
と
し
て
農
林
漁
業
資

金
を
利
用
し
て
農
道
の
舗
装

を
実
施
し
生
産
性
の
向
上
を

は
か
り
ま
す
。(

以
下
次
号
)

4合

込t

「
L 

旧市役所跡に5階建

の市営アパート (30

戸〉が完成しました

これは、住宅地区改良事業として建築されたもので、竹松住宅

のかわりに建てられたものです。総工費=約3，300万円

トできる市営アパー
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2回以上にわけで納める市税でまだ納期のこ

ない分を前納すると、ほう奨金がもらえるば ，

かりか納めるのを忘れたり 、納期毎に納める

わずらわしさもな〈なって非常に便利ですC

例えば、 42年度の固定資産税を4月末日に前

納するとほう 奨金は次のとおりです。

期 別 |税 額 ;月 数 | ほう奨金 E

2 期1.000 ; 2 20 fi 

3 期 1，000 4 1. . 40 /; 

4 期 1.0UO 8 I 80 r 
計 3，000 I 140 [ 

ほう奨金=(前納額の100分の 1)x (納期前の月数〉

所在地 !建 物 区分構造 ;数 量 E

;旧庁 舎 木造 瓦葺 610.74m2 ~: 
i本 舘 ;二 階建 084.75坪)t: 

250番地南下正木造セメン 117.35m2 t 
|財務、商工 ト瓦葺 (35・50坪)[ 
|企画 平 家建 !

b売却方法一般競争入札

b現地説明 5月 1日、午前 9時から10時まで

旧市役所〈旭町〉正面玄関で行ないます。

b入札の日時・場所 5月1日、午前11時か ら

市役所第一会議室で行ないます.

b入札保証金入札金額の100分の5以上¢現金:

当 日は印鑑を と持参〈ださ~'0 ¥わしいこと

は市財政課へおたずねぐださい。

b公売物件

i
ナ

l

昭和42年 4月20日

コ

市税を前納すると便利ですh

の
十
パ

l
セ
シ
ト

マ
代
金
納
付
期
限

四
月
二

十
六
日
午
前
十
一
時
三
十

分
た
だ
し
公
社
の
譲
渡

承
認
が
え
ら
れ
な
い
場
合

は
売
却
決
定
を
取
り
消
し

ま
す

マ
公
売
物
件

②
電
話
加
入
権

大
村
局
三

C
八
八
番

③
電
話
加
入
権

大
村
局
二
八
六
九
番

④
電
話
加
入
権

大
村
局
ニ
二
六
一
番

電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
押
え
た

財
産
(
電
話
加
入
権
)
を
つ

ぎ
の
と
お
り
公
売
し
ま
す
。

買
受
希
望
者
は
当
日
定
刻
ま

で
に
印
鑑
と
買
受
代
金
を
持

っ
て
と
参
集
〈
だ
さ
い
。

マ
公
売
日
時
四
月
二
十
六

日
午
前
十
時

マ
公
売
場
所

収
納
課

マ
公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

マ
公
売
保
証
金

見
積
価
額

昭和33年~4月22日第三種郵便物認可

大村市

マ
お
も
な
行
事

子
供
ス
ケ
ッ
チ
大
会
、
歌

謡
曲
大
会
、
映
写
会
、
武

器
展
示
会
、
お
茶
会
、
し

し
ゅ
う
展
、
水
石
展
、
ジ

ー
プ
試
乗
会
、
写
真
展

願
書
な
ど
提
出
に
必
要
な
も

の
は
市
の
市
民
課
げ
い
あ
り
ま

す
。
〈
わ
し
い
こ
と
は
市
民

課
に
お
た
ず
ね
〈
だ
さ
い
。

⑥
電
話
加
入
権

大
村
局
三
三

O
九
番

自
衛
官
募
集

昭
和
四
十
二
年
度
、
第
一
次

の
自
衛
官
募
集
が
次
の
と
お

り
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

ム

受

験

資

格

大

村

部

隊

の

藤

ま

つ

り

満
十
八
才
以
上
、
二
十
五
大
村
部
隊
の
営
庭
に
あ
る

才
未
満
の
日
本
国
籍
男
子
大
藤
が
み
と
と
な
花
を
つ
け

ム
試

験

期

日

と

試

験

場

て

い
ま
す
。
大
村
部
隊
で
は

毎
週
金
曜
日
、
大
村
部
隊
例
年
の
と
お
り
藤
ま
つ
り
を

内

で

実

施

行

な

い

、
自
衛
隊
内
を
開
放

ム

試

験

科

目

し

て

つ

ぎ

の

行

事

を

行

な

い

①
学
科
試
験

国

語

、

数

学

ま

す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
多

社

会

、

理

科

数

お

出

か

け

く

だ

さ

い

c

②
口
述
試
験

マ
目
時
四
月
二
十
九
日

③

身

体

検

査

午

前

九
時
l
午
後
三
時

図
書
舘
の
休
舘

市
図
書
舘
は
、
ま
も
な
〈
で

き
あ
が
る
市
民
会
舘
へ
の
移

転
準
備
の
た
め
、
四
月
二
十

一
日
か
ら
休
舘
し
ま
す
。

1
1

国
民
年
金
の
納
期
!i

四
月
は
四
十
一
年
度
分

国
民
年
金
保
険
料
の
最
終

の
納
期
の
月
で
す
。
四
十

一
年
度
分
を
ま
だ
納
め
て

い
な
い
方
は
必
ず
今
月
中

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

り大 村市政だよ

住
宅
金
融
公
庫
借
入
金

の
申
込
を
受
付
開
始

昭
和
四
十
二
年
度
第

一
回

の
住
宅
金
融
公
庫
の
個
人
住

宅
建
設
資
金
の
借
入
申
込
期

間
は
、
四
月
二
十
日
か
ら
五

月
十
日
ま
で
で
す
。
近
く
の

親
和
銀
行
か
十
八
銀
行
に
申

込
み
く
だ
さ
い
c

(3) 
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同廷
を健た交

麗ら通
保、事
険ま故
にずに
届園あ
出民つ

り大村市政だよ

国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
の
義
務

交
通
事
故
が
新
聞
に
の
お
な

い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
万

一

不
幸
に
し
て、

交
通
事
故
に

あ

っ
た
ら
市
の
保
険
係
に
届

け
で

て
く
だ
さ
い
。
な
ぜ
か

と
い
え
ば
、
交
通
事
故
で
う

け
た
ケ
ガ
や
損
害
は
、
加
害

者
が
補
償
す
る
こ
と
に
な
っ

昭和33年 4月22日第三種郵便物認可

て
い
ま
す
が
、
市
に
届
出
が

な
い
と
、
交
通
事
故
と
知
ら

ず
、
医
療
費
の
賠
償
金
を
請

求
す
る
機
会
を
失
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

国
保
の
財
源
は
、
被
保
険
者

の
皆

a

さ
ん
が
、
お
互
い
に
助

け
合
う
精
神
で
拠
出
さ
れ
た

保
険
税
や
国
の
補
助
金
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

む
だ
に
使
う
こ
と
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
。
交
通
事
故
の
よ
う

に
第
三
者
の
原
因
で
お
き
た

病
気
や
ケ
ガ
は
必
ず
届
け
で

て
か
ら
保
険
証
を
使
い
、
損

害
賠
償
も
正
し
‘い
処
置
が
と

ら
れ
る
よ
う
保
険
係
と
よ
〈

話
し
合
っ

て
〈
だ
さ

い
。

グ
示
談
は
慎
重
に
H

示
談
は

一
度
と
り
き
め
て

印
か
ん
を
押
す
と
、
あ
と
で

や
り
直
し
ゃ
・
変
更
は
で
き
ま

せ
ん
。
示
談
は
少
〈
と
も
受

け
た
病
気
や
ケ
ガ
が
治
る
か

あ
る
い
は
治
る
見
込
み
の
診

断
が
あ
り
、
ま
た
後
遺
症
や

全
損
害
額
が
ハ
ツ
キ
り
す
る

ま
で
慎
重
に
経
過
を
み

て
、

結
ぶ
べ
き
で
す
。

早
ま

っ
て
む
く
い
を
残
す
こ

と
が
な
い
し
で
つ
気
を
つ
け
ま

し
ょ

う
。室教通{父

ー グ車の運転に心のゆ

行楽の春.ノ ーるみは禁物です 11
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ハ
恒
三
万
ど
~
γ
k
l
lり
い

ihぺ
し
い

1
H・2yJhu
v一台
、
三
Fj

発
足
し
た
。
発
足
当
時
は
東
消
防
団
長

1
久
田
繁
太
郎

ヤ

つ

ぷ

骨

二

地

裁

均

ぷ

償

対

小

③

本

町

の

大
村
市
役
所
旧

庁

舎

消

防
団
員

1
八
百
名

一

v

.

，

で
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
昭

v

h

一↑山

〈
〈

ぺ

消

防

署

団
が
合
併
し
て
警

防

団

と

な

和

四

十

一

年

新

庁

舎

が

西

三

九

蜘

禁

、一賜
調

一

叩

市
政
施
行
以
前
は
大
村
町
っ
た
。
昭
和
二
十
三
年
、
消

城
に
完
成
し
、
消
防
団
と
と

Ad
j
y
r
h
選
-

a

一
を
は
じ
め
、
三
浦
、
鈴
田
、

防
行
政
の
改
革
に
よ
っ

て
警

も
に
市
民
の
生
命
、
財
産
を

、日

怜

1
14

議
闘
一

~
大
村
、
西
大
村
、
竹
松
、
萱

防

団

を
解
散
、
消
防
団
を
結
守
る
た
め
に
日
夜
活
躍
し
て

つ
ザ
コ

ーソ
総

鶴

田

明
…
叩

叩
瀬
、
福
重
、
松
原
の
存
村
に
成
し
、
警
察
の
管
轄
か
ら
市
わ
る
。

い一
勝
則
J

一闘
臨

ん

八
消
防
組
が
お
か
れ
て
い
た
。
長
の
指
揮
下
に
入
っ

た
。

消

防

長

1
大
浦

伝

下

一闘
機
織

固
・
圃

~
戦
時
体
制
が
強
化
さ
れ
る

こ

昭
和
四
十
年
に

は
、
市
街

地

消

防

署
長

1
橋
本
喜

一

寸

ん

ス
ト

守

3

4
F
v

幽

腰
誌
協
踊
器
削

¥

H

Y

ろ
に
は
、
防
災
の
た
め
大
村
一
万
人
以
上
の
市
に
消
防
署
消
防
署
員

1
四

十

名

イ

棚

機
ぶ
「

一
防
護
団
が
結
成
さ
れ
、
昭

和

消

防

本

部

を

字

。
の

政

消

防

車

1
一一

台

昭

和

担

年

同
町
七
消
防
庁
舎

~

~
十
四
年
に
は
消
防
組
と
防
護
令
に
よ
り
大
村
市
消
防
署
が

救

急

車

1
一

台

r

t

・-三
，f
ez-
F
、F
E
z
--
・、
.-1

，E
z
--e
、f
't-
4
3
・1
J
、--z
，.，
e
，zr
、J
一e，J
、f
'J
t
e-
-=
‘J
'e
e-
-1
、E

ご，，
E
，、
.J1
3
4
3

一、F
2
t
ィ、
J
e
，.，f
ez--
、J
-
2
.
ィ、
.2
，e，t
e--
一、J
'ez-
、E-
-Z
J
1
f
z
，r
'J-
、P
一ー
ィ、
J
一，，，4
g

ノ

身
も
心
も
浮
き
足
だ

っ
季

節
と
な
り
ま
し
た

G

四
月
、

五
月
は
行
楽
の
と
き
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
名
所
、
旧
跡
を

た
ず
ね
て
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か

け
る
機
会
が
多
〈
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
人
や
車
の
動
、
き

が
繁
し
〈
な
る
に
つ
れ
、
交

通
事
故
も
ま
た
増
加
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

お
互
い
に
、
次
の
こ
と
を

正
し
く
守
っ
て
、
せ
っ
か
く

の
行
楽
の
春
を
無
事
故
で
楽

し
く
過
し
ま
し
ょ
う
。

マ
飲
酒
・
無
免
許
運
転
ば
、

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

マ
速
度
の
出
し
過
ぎ
、
無
理

な
追
越
し
は
事
故
の
も
と
。

常
に
安
全
速
度
を
保
ち
ま
し

ト
A

v
「
ノ
。

マ
旅
の
開
放
感
か
ら
心
が
ゆ

る
み
が
ち
で
す
。
心
に
安
全

運
転
の
鍵
を
か
け
て
お
き
ま

し
ょ
，
フ
。

マ
夜
ふ
か
し
、
遊
び
過
ぎ
は

居
眠
運
転
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
定
員
外
乗
車
、
荷
台
乗

車
も
事
故
の
も
と
で
す
。

マ
二
輪
車
は
速
度
の
出
し
過

ぎ
に
注
意
し
、
必
ず
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。

交
通
課
だ
よ
り

初
心
者
は
ひ
か
え
目
に

昨
年
の
四
月
二
十
九

日
午

後

一
時
C
ろ
、
連
休
を
利
用

し
て
佐
賀
県
か
ら
雲
仙
へ
と

観
光
の
た
め
ド
ラ
イ
ブ
中
の

乗
用
車
が
、
鈴
田
峠
で
対
進

車
が
間
近
に
せ
ま
っ

て
い
る

の
に
無
謀
に
も
駐
車
中
の
貨

物
自
動
車
を
猛
ス
ピ
ー
ド
で

通
過
し

よ
う
と
し
運
転
を
誤

り
駐
車
車
両
に
追
突
し
た。

そ
し
て
運
転
者
を
は
じ
め
同

乗
者
四
名
全
員
が
重
傷
を
負

ひ
、
車
も
大
破
し
た
。

こ
の
運
転
者
は
酒
を
飲
ん

で
お
り
免
許
を
と

っ
て
か
ら

一
週
自
の
新
米
運
転
手
、
お
も

ま
け
に
車
も
新
車
で
同
乗
の

奥
さ
ん
も
新
妻
だ

っ
士
。

島


